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衆
議
院
議
員
八
幡
愛
君
提
出
首
相
官
邸
の
人
事
構
成
に
お
け
る
民
間
人
材
の
比
率
及
び
利
益
相
反
防
止
策
に
関
す
る
質
問
に

対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
八
幡
愛
君
提
出
首
相
官
邸
の
人
事
構
成
に
お
け
る
民
間
人
材
の
比
率
及
び
利
益
相
反
防
止
策
に
関
す
る
質

問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
例
え
ば
内
閣
官
房
全
体
と
し
て
の
比
率
・
・
・
な
ど
、
代
替
的
な
統
計
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
及
び
お
尋
ね

の
趣
旨
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
御
指
摘
の
「
定
義
」
に
基
づ
く
お
尋
ね
の
「
比
率
」
に
つ
い
て
、
「
一

般
職
国
家
公
務
員
在
職
状
況
統
計
表
」
に
お
け
る
平
成
二
十
三
年
か
ら
令
和
二
年
ま
で
の
各
年
の
「
省
庁
別
、
俸
給
表
別
在

職
者
数
」
及
び
令
和
三
年
か
ら
令
和
六
年
ま
で
の
各
年
の
「
府
省
等
別
、
俸
給
表
別
在
職
者
数
」
に
占
め
る
、
「
令
和
六
年

官
民
人
事
交
流
に
関
す
る
年
次
報
告
」
の
「
（
参
考
二
）
官
民
人
事
交
流
者
の
各
年
末
時
に
お
け
る
派
遣
・
在
職
状
況
」
の

「
（
二
）
交
流
採
用
」
の
表
に
お
け
る
「
内
閣
官
房
」
の
「
各
年
末
時
に
お
け
る
交
流
採
用
中
の
者
の
数
」
の
比
率
（
小
数

点
第
二
位
を
四
捨
五
入
し
た
数
字
）
と
し
て
お
示
し
す
る
と
、
平
成
二
十
三
年
は
零
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
成
二
十
四
年
は
零
パ

ー
セ
ン
ト
、
平
成
二
十
五
年
は
零
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
成
二
十
六
年
は
零
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
成
二
十
七
年
は
零
パ
ー
セ
ン
ト
、

平
成
二
十
八
年
は
零
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
成
二
十
九
年
は
零
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
成
三
十
年
は
零
パ
ー
セ
ン
ト
、
令
和
元
年
は
零

パ
ー
セ
ン
ト
、
令
和
二
年
は
零
パ
ー
セ
ン
ト
、
令
和
三
年
は
○
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
令
和
四
年
は
○
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
令



 

２ 

 

和
五
年
は
○
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
令
和
六
年
は
○
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。 

 
 

な
お
、
先
の
答
弁
書
（
令
和
七
年
六
月
二
十
七
日
内
閣
衆
質
二
一
七
第
三
二
七
号
）
一
、
二
及
び
五
に
つ
い
て
で
「
総
理

大
臣
官
邸
（
以
下
「
官
邸
」
と
い
う
。
）
に
勤
務
す
る
者
の
数
や
そ
の
業
務
内
容
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
官
邸
の
警

備
等
に
支
障
を
来
た
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。
」
と
お
答
え
し
た
と
こ
ろ
、
総
理
大
臣
官

邸
に
勤
務
す
る
者
に
占
め
る
御
指
摘
の
「
民
間
出
向
者
」
の
「
比
率
」
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、

「
官
邸
の
警
備
等
に
支
障
を
来
た
す
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
考
え
て
い
る
。 

四
及
び
五
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
出
向
元
の
企
業
・
組
織
の
名
刺
を
配
付
す
る
」
行
為
の
態
様
は
様
々
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
一
般
論

と
し
て
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
一
般
職
に
属
す
る
職
員
（
以
下
「
職

員
」
と
い
う
。
）
が
同
法
に
規
定
す
る
服
務
義
務
に
違
反
し
た
場
合
に
お
け
る
同
法
第
八
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
懲
戒

処
分
（
以
下
「
懲
戒
処
分
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
「
懲
戒
処
分
の
指
針
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日

付
け
職
職

六
八
人
事
院
事
務
総
長
通
知
）
に
お
い
て
、
「
具
体
的
な
処
分
量
定
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
」
「
総
合
的
に

考
慮
の
上
判
断
す
る
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
御
指
摘
の
「
出
向
元
の
企
業
・
組
織
の
名
刺
を
配
付
す
る
」
行
為
も



 

３ 

 

含
め
、
職
員
の
個
別
の
行
為
に
つ
い
て
任
命
権
者
が
懲
戒
処
分
の
要
否
等
に
つ
い
て
判
断
す
る
際
に
は
、
御
指
摘
の
よ
う
な

「
利
益
相
反
」
や
「
不
適
切
な
影
響
」
の
有
無
な
ど
も
総
合
的
に
考
慮
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
関
係

法
令
等
の
遵
守
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
服
務
規
律
の
保
持
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
「
出
向
元
の
企
業
・
組
織
の

名
刺
を
配
付
す
る
」
行
為
そ
の
も
の
を
直
接
に
禁
止
す
る
「
内
規
又
は
通
達
」
を
「
整
備
す
る
」
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
事
案
」
に
関
す
る
詳
細
は
「
把
握
」
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
御
指
摘
の
よ
う
な
「
事
案
」
の
態
様
は
様
々
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
、
御
指
摘
の
与
件
の
み
を
も
っ
て
、
お
尋
ね
の
よ
う
に
「
直
ち
に
調
査
」
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

七
の
前
段
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
よ
う
に
「
利
用
す
る
こ
と
」
と
な
っ
た
経
緯
や
態
様
は
様
々
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
御
指
摘
の
与
件
の
み
を
も

っ
て
、
お
尋
ね
の
よ
う
に
「
明
確
に
禁
ず
る
運
用
基
準
の
策
定
」
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

七
の
後
段
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
流
出
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
よ
う
な
「
連
絡
先
」

を
「
第
三
者
」
が
取
得
す
る
経
緯
や
態
様
は
様
々
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
御
指
摘
の
与
件
の
み
を
も
っ
て
、
お
尋
ね
の
「
危



 

４ 

 

険
性
」
に
つ
い
て
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 


